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70 代・80 代の朝鮮族の人びとを対象に半構造化インタビューを行った。 
 
2.2. 調査地・調査時期 
	 今回の調査は 2018 年 8 月の 8 日から 22 日まで、前半と後半に分けて行っ
た。前半は 8 月 8 日から 13 日まで、後半は 8 月 14 日から 22 日までとした。
前半の調査では、朴が韓国清州市のインフォーマントの家を訪問し、住み込
み調査を行った。後半の調査は中国で行われ、主にインフォーマントの家を
訪問して半構造化インタビューを行った。8 月 22 日に朴・李は同行し、調査
を行なった。 

















北朝鮮への集団移動が実現した7。1959 年から 1961 年に、西海岸地方では、
少なくない先住朝鮮人が北朝鮮に帰国した。特に朝鮮民族学校中学卒業8の生
徒の大半が大学進学を目指して帰国した[朴亨柱 1990：63]。 
	 日本での「帰国運動」・サハリン地域での集団移動が行われていた 1950 年
                                                             
6 1959 年 12 月 14 日第 1 次船が出港してから 1967 年 10 月の第 154 次船（最終船）ま
での約８年間に、通算 88,360 人が北朝鮮向け出国した。なお、コロンボにおける日
朝両赤十字の話し合いにより、協定終了後の 1967 年 12 月 22 日、ソ連船ヤクーチャ
号が新潟港を出港しており、同船により 251 名が北朝鮮向け出国したので、これを
加えると、帰還者総数は、88,611 名となる。その後、日朝両赤十字の合意に基づき、
1971 年 5〜10 月までの間に、いわゆる暫定措置による北朝鮮帰還として、北朝鮮帰
還業務が行われた。この間、新潟港に朝赤からソ連船トボルスク号・北朝鮮船万景
峰号による 6 回の配船があり、合計 377 世帯 1081 名が北朝鮮清津港向け帰還した。
暫定措置終了後、新たに北朝鮮に帰還することを希望する在日朝鮮人については、
会談要録による方式により、帰還することができることとなり、その第一回の帰還
船により、1971 年 12 月 17 日 108 世帯 237 名が新潟港から帰還した［法務省入国管
理局、1971］。 
7 今西一、2014、サハリン・樺太の朝鮮人 : 安山市「故郷の村」でのインタビュー 

















	 今回の延辺朝鮮族自治州での調査によると、北朝鮮ブームは 1959 年を始め

















                                                             
9 豆満江：中朝辺境の白頭山（長白山）を源に、中国・北朝鮮・ロシアの国境地帯を
流れ、日本海に注ぐ。 



























Q 氏（70 代、女） 





で働いていた Q 氏も、1963 年の 3 月に中国に戻った。 
	 叔父も 1962 年に北朝鮮に渡って行って 1 年間列車を運転した。翌年、叔父
は中国を「訪問」したが、当時の親戚の人たちの説得により、北朝鮮に戻らな
いことにした。 






	 （1959 年）叔父が家族（妻・息子 2 人）を連れて川を渡って北朝鮮に移住
した。叔父は農民だったが、職業を変えるために移住した。北朝鮮は中国より
裕福で、渡って行ったら、職場や家などを無償で与えられた。 






I 氏（70 代、男） 
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